






























































































































































 

泊発電所３号炉 DB 基準適合性 比較表 

第６条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災） 

6 外火-75 

赤字：設備、運用又は体制の相違（設計方針の相違） 
青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違） 
緑字：記載表現、設備名称の相違（実質的な相違なし） 

女川原子力発電所２号炉 泊発電所３号炉 大飯発電所３／４号炉 差異理由 

2.1.3.4 危険距離の評価 

熱影響が最大となる発火点に対し，評価対象施設が許容温度を

超えない危険距離を算出し，離隔距離が確保されていることを確

認した。 

(1) 評価対象施設外壁 

熱影響が最大となる発火点１及び発火点３に対し，各評価対象

施設までの危険距離が離隔距離以下となることを確認した。評価

結果を第 2.1.3.4-1 表に示す。 

 

(2) 復水貯蔵タンク 

熱影響が最大となる発火点１に対し，復水貯蔵タンクまでの危

険距離が離隔距離以下となることを確認した。評価結果を第

2.1.3.4-2 表に示す。 

 

(3) 排気筒 

熱影響が最大となる発火点 2-1 に対し，排気筒までの危険距離

が離隔距離以下となることを確認した。評価結果を第 2.1.3.4-3 

表に示す。 

 
 

(4) 原子炉補機冷却海水ポンプ及び高圧炉心スプレイ補機冷却海水

ポンプ 

熱影響が最大となる発火点 2-1 に対し，原子炉補機冷却海水ポン

プ及び高圧炉心スプレイ補機冷却海水ポンプまでの危険距離が離隔

距離以下となることを確認した。評価結果を第 2.1.3.4-4 表に示

す。 

2.1.3.4 危険距離の評価 

 

 

 

 

想定される森林火災に対して、原子炉建屋外壁の表面温度が

許容温度 200℃を超えない距離（危険距離）を算出した結果、約

34m であり、評価上必要とされる危険距離以上の離隔距離（防火

帯外縁（火炎側）からの最短距離：約 210m）が確保されている

ことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、原子炉補機冷却海水ポンプの冷却空気の取込温度が許

容温度 80.9℃を超えない距離（危険距離）を算出した結果、約

75m であり、評価上必要とされる危険距離以上の離隔距離（防火

帯外縁（火炎側）からの最短距離：約 380m）が確保されている

ことを確認した。 

 

 

 

2.1.3.4 危険距離の評価 

 

 

 

 

想定される森林火災に対して、原子炉補助建屋外壁の表面温

度が許容温度 200℃を超えない距離（危険距離）を算出した結果、

16m であり、評価上必要とされる危険距離以上の離隔距離（防火

帯外縁（火炎側）からの最短距離：約 38m）が確保されているこ

とを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、海水ポンプの冷却空気の取込温度が許容温度 65℃を超

えない距離（危険距離）を算出した結果、20m であり、評価上必

要とされる危険距離以上の離隔距離（防火帯外縁（火炎側）から

の最短距離：約 203m）が確保されていることを確認した。 

 

 

 

 

 

記載方針の相違 

 

 

設計方針の相違 

・泊の評価は火災源に

対して最短距離の施設

を代表として実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント設計の相違 

・泊は屋外に同様の施

設は無い 

 

 

 

 

 

 

 

設計方針の相違 

・評価対象施設の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラント設計の相違 

・泊は屋外に同様の施

設は無い 

・立地条件による評価

結果の相違 

 

 

 

 




















































































































































































